議題３　　　　　第３回研究部委員研修会の内容
－どの研究部にも共通する協議事項－
１　今年度（令４）の研究部事業のまとめ

以下の提出書類を研究部の委員に提示して、今年度のまとめを行う。
・様式１「令和４年度研究部事業報告書」　　　　　・様式２「令和４年度研究部決算書」
・様式３「令和４年度調査研究活動費決算書」　　・様式４「令和４年度負担金決算書」
※様式・提出期日等は別冊を参照。
※様式２・３・４は会計主任が提出する。
※様式３・４は必要な研究部のみ提出する。

２　次年度（令５）の研究部事業計画の立案

以下の提出書類を研究部の委員に提示して、次年度の事業計画を検討する。
・様式５「令和５年度研究部事業計画書(案)」　　　　 ・様式６「令和５年度研究部予算書（案）」
・様式７「令和５年度調査研究活動費予算書（案）」　・様式８「令和５年度負担金予算書（案）」
※様式・提出期日等は別冊を参照。様式７・８は必要な研究部のみ作成。
※正式なものは、次年度に改めて提出。
３　次年度（令５）の研究部組織の立案
以下の提出書類を研究部の委員に示して、次年度の研究部組織の見通しを立てる。
・「令和５年度研究部役員」（様式９）
※様式・提出期日等は別冊を参照。正式なものは次年度に改めて提出。
４　次年度（令５）の事業計画案・予算案の検討
・「令和５年度 研究部事業計画の作成にあたって」（Ｐ６）の周知を図る。
・「令和５年度 研究部予算の立案、経費の支出にあたって」（Ｐ７）の周知を図る。
※特に研究部費の使い方については改めて再確認を！
５　令和５～７年度の夏季研究大会計画の確認
・令和５年度の夏季研究大会の開催方法、日時、会場、日程、内容等の確認・検討。
・令和５年度の研究大会実行委員長（予定者）に、大会要項の作成を進めることを伝える。
※「令和５年度夏季研究大会の要項作成の準備について」（Ｐ１３・１４）を確認。
・後援名義の申請について、県教委へは静教研事務局が、地教委へは各研究部が行うことを、
新しい大会実行委員長、大会事務局長にしっかりと引き継ぐ。
・令和６・７年度の夏季研究大会の開催予定日と、開催地域、準備の進捗状況等を確認する。
６．次年度（令５）の第1回研究部委員研修会の日時・会場の確認
・第１回の開催日・会場を決定､確認する。
※「令和５年度第１回研究部委員研修会」の開催通知（Ｐ１７）を４月中に発送する。
７．次年度（令５）の成果刊行物の執筆者等の確認
・次年度の静教研だよりや部報・実践集録等の執筆者・担当地域の確認を行う。
・執筆者への執筆依頼ミス、連絡不足、ＵＳＢの未手配等が生じないよう、研究部内で、現か
ら新の編集主任への引き継ぎを確実に行う。
